
令和６年度 西三河中学校軟式野球選手権大会 
１．期  日  令和６年７月２０日（土）・２１日（日）・２３日（火）・２４日（水） 

予備日２５日（木）・２６日（金）雨天順延 

２．会  場  豊田市毘森公園野球場（20・21・23・24・25・26日） （☎0565－33－7071） 

        みよし市三好公園野球場（20・21・23・24・25・26日）（☎0561－34－4942） 

        安城市和泉公園（20・21日）             （☎0566－71－2244） 

        碧南市臨海公園グラウンド（20日）           （☎0566－46－1189） 

        末野原交流館グラウンド（雨天時予備21日）       （☎0565－26－6200） 

３．参加人員  １校１チーム（監督１名 選手２０名），参加チーム１６チーム（支所選抜） 

４．競技上の規定及び方法 

（１）審判規定は２０２４年公認野球規則による。（塁間は２７．４３２ｍ，投捕間１８．４４ｍ） 

（２）試合方法はトーナメント法で，上位３校が県大会に参加できる。 

（３）延長戦は行わない。７回を終えた時点で勝負が決定しない時は，継続打順による特別ルールとする。 

 

 

 

（４）投手の投球制限は１日７イニングまでとする。ただし、先発投手が７イニングを投げきって特別ルールに入る

場合，１日最大９イニングとする。 

（５）①コールドゲームは３回１０点，５回７点差を生じた場合とする。優勝戦も同様とする。 

②降雨，雷その他の事情で続行不可能となった場合は特別継続試合とする。 

   ③ＷＢＧＴが３１となった場合は一時中断し、大会本部で継続、順延の判断をする。 

   ④１試合の時間制限や中断した場合の試合成立条件等については別に定め、監督者会議で共通理解する。 

   ⑤８０分を超えて次の回に入らない。（裏の攻撃の３アウトを取った瞬間の時間を基準とする） 

（６）背番号をつける。（最大 字の長さ２１㎝，字の幅１６㎝，字の太さ４㎝） 

（７）ベンチには次の人員以外入ることができない。 

   監督１名，コーチ３名，選手２０名，スコアラー１名＆補助員５名（生徒の場合に限る。ユニフォーム着用） 

  ※教員以外の大人のベンチ入りは２名までとし，校長の承認した者で当該校にあって継続的指導を行っている者

とする。なお、地域指導者が監督としてベンチに入ってもよい。教員以外の者をコーチにする時は，コーチ確

認書（校長承認書）を提出する。 

（８）監督・コーチは選手と同一のユニフォームを着用し，それぞれ「３０」「２９」「２８」をつける。 

また，スパイク（アップシューズ）を履くこと。※コーチに関しては審判服の着用でも可。 

（９）捕手および控え捕手はプロテクター，レガース，ヘルメット，スロートガード，ファウルカップを着用する。

ただし控え捕手はファウルカップを着用しなくてもよい。 

（10）打者はヘルメットを着用する。次打者，走者もヘルメットを着用する。  

（11）球場内でのバットリングは使用を禁止する。 

（12）打者，走者のリストバンド（サポーター）サングラス，テーピング等を使用する際は， 

大会本部と相手校に連絡し承認を得てから使用する。 

（13）ネクストサークルでの素振りは禁止する。 

（14）道具については，全日本軟式野球連盟公認のものを使用する。 

（15）使用球は全日本野球連盟公認球のボール（Ｍ号）を使用する。（各チーム試合球２個持参） 

（16）メガホンの使用は監督のみとする。 

（17）組み合わせは，支所あるいはブロック別シード法をとる。 

（18）競技役員は軟式野球部で決定する。 

５．表  彰  ○優勝…賞状・優勝旗・優勝杯・選手権賞  

 ○準優勝…賞状・準優勝盾・２位賞  ○３位…賞状 

６．申込方法  規定の様式にそって，７月１６日（火）午後２時００分，監督会議に２部持参すること。 

７．その他 

（１）監督会議を７月１６日（火）午後２時００分から豊田市立崇化館中学校（☎０５６５－３１－０１９７）で開

催する。※ただし，会場が変更になる場合もあります。 

（２）審判員会議を監督会議に引続き同所で行う。 

（３）悪天候時には、午前６時に大会開催の可否を決定し、30分以内にホームページに記載する。 

（４）上位３チームに県大会出場権を与える。 

 

《特別ルール》 
前イニングの最終打者を１塁ランナー，その前の打者を２塁ランナー，さらにその前の打者を３

塁ランナーとし，無死満塁の状態にして，継続打順で攻撃を行う｡１イニング行い，得点の多いチー
ムを勝ちとする。なお，勝負が決しない場合は，さらに継続打順でこれを繰り返すこととする。 

 


